
小特集･電力用半導体素子とその応用

高速度サイリスタとその応用
High Speed ThYristors and Their Applications

克を近のパワーエレクトロニクス進墟の-一方向として,大谷遺･高速度サイリスタ

とその応川技術の分野がある｡づ■こ論‾丈では,大谷韻･高速度サイリスタの代表格で

ある連中適形サイリスタに焦点をあて,その応用例として電気中子ョッパ制御装置,

交流ノ左走化寵姫としての定電圧式三J一郎皮電源装置,‾交)充電動恍駆動用う宣i傾としての口丁

変電J主‾叶饗場波数インバーータなどの応用技術について具体例とともに現二状を紹介す

る｡

ll 緒 言

近年,電気鉄道やノi=庄一j∴計算機1宅糠を中心に大?妄_韻ニチョッパ

やインバrタの山川がサイリスタI芯川の新技術として江三日を

iて子びている｡このような分野では,サイリスタは高速スイッ

チング性能をもつ,し､わゆるlご古池度サイリスタが旭川される｡

サイリスタ応用のシステム谷岩が中々増大L,サイリスタも

その需要に†ナわせ高耐J七化,人電胤化♂)ン変造をたどってきた

(図l)｡

店速度サイリスタは,特にターンオフ タイムが糾いことが

必委員の牛引乍条件であI),この山,位′fR制御用のサイリスタに

比べ高耐圧化,人て豆流化のド祭に特別の配▲慮を必安とする｡

臼､■仁与望作所では,昭和45年に新構恕に基づく逆き与通形の高

速度サイリスタの開発を行なしゝ,高速度サイリスタの高耐J_t

化,大ノiE淡谷岩化への北本的なアプローチ技術を確立し,逆

頼通形サイリスタの実用化をトズト〕てきた｡

小机では,この越中通形の高速度サイリスタとそのJ応用例

を中心に,この分町の技術の硯ご状を寺門介する｡

囚 高耐圧･高速度サイリスタ

高速度サイリスタの基本的な柑性は,ターンオフ タイムで

決まる〔つ従来,サイリスタのターンオフ タイムの制御･抑制

にはサイリスタの製作過程で玉食鳩をシリコンに拡散させる
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方式が一般的である()この方式では,素子の順方向特性〔順

電圧降下(FVD)〕の件能イ氏下を招き,更に高J耐圧サイリス

タでは接合層が厚くなるためのFVDの増大と重なり,高速

度サイリスタは位和利御サイリスタに比べ高耐圧の性能を柑

るのに問題が多い｡図2はターンオフ タイムとFVDの関連

の試験した-一例である｡このような問題を緩和させるには,

岳耐圧にしても接合屑厚を抑制できる接合構造と重金属の拡

散呈を抑制するのが基本的な課題となる｡逆導通形接合構造

は,L記の問題をカバーして高耐圧化ヘアブローチしたもの

である｡400Al,200V,400A2,500V,1,000A400Vなどの

逆導通形高速度サイリスタのシリーズが開発,実用化された｡

その代表的応用例として,電子計算機電i原や地下鉄電車チョ

ッパ,新幹線電卓ブレーキチョ､ソパなどに使用されているCH

O4V形(400Al,200V)及びCFOlV形(400A2,500V)サイリ

スタの定格表を表1に,CFOlV形サイリスタの外観を図3

に示す｡

逆頼通形サイリスタは,従来のバイパス ダイオードをモノ

りシックにl‾勺栽しているため,サイリスターデイオーード間で

の浮遊インダクタンスがなく巨口路設計上サイリスタのターン

オフ タイムに余裕をとる必要がなくなる｡装置構成上も小形

蛸壷化へ1寄与する場合が多い｡
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図2 ターンオフタイムとFVDの実験例 高耐圧では接合層が厚く

なるので,FVD一′グは協調Lにくいイ頃向を示Lている｡
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388 日立評論 VO+.57 No.5=975-5)

逆一;引嘘ナF壬サイリスタは,`■一にブJ用のモノりシ･･ノクリ壬付を川路(IC)

の竹三桁をもっており,才､いニインプロセスにおける高純度の接

合塑旦作プロセス技術か比､安であり,屯プJ用サイリスタの新技

術分野として,今後もその発賦拡大が期待される.｡

田 電気車チョッパ制御への応用

高.速鉄道屯両の分町では,大‡デー壬lト高速度サイリスタ〃)川+

表I CHO4V形及びCFOい/形高速度サイリスタの特性仕様

サイリスタとダイオードが半導体接合内部て逆･並列の構造となっている逆彗

通形大容量サイリスタの代表例を示す〔.

仕 様 単 イ立 CHO4V CFO】∨

定格せん頭非繰返L順阻止電圧 ∨ l,200 2′500

定格せん頭順阻止電圧 ∨(peak) l′200 2′500

定格平均順電ン充 A(ave) 400 400

定格瞬時過電流 A(peak) 5′000 7′000

最大順電圧上昇率 ∨.∴〃S 200 350

最大順電流上昇率

定格せん頭ゲート電圧(順方向0｢逆方向)

A.//ノS 100 200

;∨(r)eak) 20./5 20./′5

定格せん亘賀ゲート電ン充 A(peak) 4
1

6

定格ゲート入力(せん亘頁//平均) W 20./′4 30′′4

動作接合温度 ℃
L

- 40へI15 40‾､l】5

最大順電圧降下 ′′･=l,250A ∨(peak) 2.5 2.5

最小ゲートトリガ電圧at250c,レ′=100V ∨(DC) 3.5 3

最小ゲ=トトリガ電7充at250c,γ′‾‾100V mA 300 350

最大ゲート非トリガ電圧 atlZ5Dc ∨(DC)
0.3

at′′‾=600V

0.3

atr′‾l,Z5DV

最大ゲート非トリガ電流 atlZ50c

ターンオンタイム

トロA(DC)
3

al′′-=600V

5

al〆′‾‾‾】′Z50V

〃S
5 6

レイー=÷off-StateVo】tageat250c

熟 抵 抗 ℃ノ/W 0.045 0.027

ターンオフタイム /JS
25 30

′ダ

図3 CFOiV形サイリスタの外観 400A2,500V逆導通形高速度サイ

リスタを示す

了己と協胡Lつつ,二れをJ芯鞘Lた電1川土子ヨ､ソパ制御技術の

】i臼発にちチめ,ニれまで表2に示すように数多くのヰヨツパ制

御斗さi;★■一三を;♭望n三､納入してきた｡

3.1 電寸幾子チョッパ

チョッパを上程動機屯機十と直列に桜紙して,電機十電流

を‥′-り妄オン･オフ制御するJ正機J′一子ョ･ソ/ヾ制御ノブ一式は,従米

グ)カム接触汁7さによる紙才朋子り御‾方⊥じに対して,次のような柑一良

をもっている.ニ

(1)1竜ノJ椚習三‾丘グ)節i城

超勤航杭の印刷二.よる力行時のノ1i主力節i城に加えて,†氏速ま

で有刺な州生ブレーキがかけられるので､大幅なう電力節i城が

‾叶能となる√-_.特に起動･什IL頻度の高い地‾F■鉄電車などに旭

川するとそグ)効架か鵜苫であり,ニの場fナ従来の一眼才ノl満Ij制‾ノブ

J二〔に比べて30～40%の電プJ昌7i減が期待できる･い｡

(2)′i妄動中数の子域少

7にi允了棚卸の油心件が著Lくirり卜されるので,巾輪空転時の

fl綿11茄;I棚卸が存姑となる｡その結一県､利用枯眉係数(引舶力

表2 チョッパ制御装置納入一覧 電機子チョッパは地下鉄を中心に,また界磁チョッパは近郊都市電

車に採り入れられ,省電力の実効を挙げつつあり,今後二の傾向はますます大きくなるものと思われる｡

種別 納 入 先
納入年

(西暦)
台 数

架線電圧

DC(∨)

偵用電動機

(kW)×台数l
機 能 備 考

電

機

子

チ

ヨ

ツ

ノヾ

帝都高速度交通営団(千代田線) 1967 l l′500 95× 8 力行一桓]生 第一次試作車三相,逆阻止サイリスタ

1969-1972
l

12

･45×8;
三相,逆阻止サイリスタ

1970-1972 18
L‾ 二相,逆導通サイリスタ

東 京 都 交 通 局(IO号 線) 1971
L

2

3

150×8
1

カナダ,ト ロント市交通局 1972 600 86×8
1

二相,逆阻止サイリスタ

カナダ,モントリオール市交通局 19了3 720 l18:く 8 l

二相,逆導通サイリスタ大 阪 市 交 通 局(谷 町 線) l 750 130×8
1

帝都高っ塞度交通営団(有楽田丁緑) 1973-1974 柑 】′500

750

･50×8 巳
大 阪 市 交 通 局(御堂筋線) 19了5 l 130×8

1

札 幌 市 交 通 局(東 西 線) 19丁5-(製作中) 】＋(10) l′500 TOX16

神 戸 市 交 通 局 (製作中) =2) 135×8
1

界
磁

チ
∃

ツ

ノヽ

東京急行電鉄株式会社 1969(製作中) 69十(21)

l

130× 8

日 本【司 有 鉄 道(在 来 線) 1970 l l10×4
1

591形電車

京王帝都電鉄株式 会社 1973-1974 18 150× 8

F 951形試験電車
抵
抗
チ
∃

1ソ

ノヾ

日 本 国 有 鉄 道(新幹 線) t968 l 250× 8 発電ブレーキ

1972 95】形試験電車(置換)

1973 275× 8 961形試作電車

12



高速度サイリスタとその応用 389
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D8
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l
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/sAL/sAL
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(a)逆阻止形サイIjスタ使用

並列消弧形反発パルス方式

Lc

Cc

三生

/sAL

MTh

ATh

Lc

(b)逆導通形サイリスタ使用
直列消弧形反発パルス方式

図4 チョップ部基本回路 逆導通形サイリスタの機能集積効果により,チョップ部回路を簡略化できる｡

注:MThニ主サイリスタ

Dc二転流ダイオード

SAL=可飽和りアクトル

AThニ補助サイリスタ

+c=転流リアクトル

AL=アノードリアクトル

D白=バイパスダイオード

Ccニ転流コンデンサ

図5 帝都高速度交通営団

(有楽町線)向けチョッパ

チョッパにはC F Oいノ形高速度･

高耐圧の逆導通形サイリスタを使

用L,I50kW主電動機8台を16個

サイリスタで制御Lている｡
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主 平 滑
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,併
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撒
/
軸
垂
)
を
高
く

とることができ,一編成中の電動車の割合

(MT比)を′トさくすることが可能となr)経済的に有利であ

る:2〉｡

(3)無接点化によるイ言索引生･保守性のIrt】上,電1先の連続制御

による乗心地の改善がもたらされる｡

車両床‾1丁に装置を取I)付ける場合には,ぎ装スペースが制

l祉･上されるため装置の′卜形軽量化が重要である｡日東製作所で

は,図4(a)に示すような逆阻止サイリスタを用いた並列消弧

形反発パルス方式を標準凹路としているが,特に高圧･大谷

蒜二装置の小形軽量化を阿るために,世界で最初に逆や通形サ

イリスタを用いた直列消弧形チョッパ装置を開発し,その実

用化に成功した(ユ}｡図4(b)にその担ほ各をホす｡

区15は帝都高速度二交通営団(有楽町線)向けチョッパ制御装

置である｡前述のCFOlV形高耐圧･高速度の逆導通形サイ

リスタを使用し,わずか16個の素-f一で150kW主電動機8台を

制御する能力をもっている｡本装置は,逆導通形サイリスタ

注:Es=架線電圧

Is=回生電流

VcF=主フィルタコンデンサ電圧

EA=電機子電圧

IA=電機子電流

IF=:界磁電流

BR=回生ブレーキ抵抗

A=電 機 子

F=界磁コイル

のサイリスタ ダイオード機能集積効果,高耐圧性及び高速性

といった特長を遺憾なく発揮させた装置と言えよう｡

電機子チョッパ制御方式は,今後地下鉄と地上線との相互

乗入れ用,あるいは地_ヒ線専用の都市近郊電卓にも広く用い

られるものと期待される｡この場合,地下鉄線に比べて一般

にブレーキ初速が高くなるので,高遠からの回生ブレーキ惟

能が重要となってくる｡

高速回生ブレーキ方式としては種々の方式があるが,日立

製作所では図6に示すような比較的簡単に高速からブレーキ

がかけられる高速回生ブレーキ方式の実用化を図り現車三試験

を実施した{3ノ｡すなわち,

(1)主電動機としては黄もコンパクトにできる直巻電動機を

使用し,弱界ネ滋制御をフルに泊用して高速性をもたす｡

(2)基本的には今まで多数製作して実績のあるチョッパ制御

方式をそのまま生かし,出生ブレーキの高遠城のみ主電動機

に直列抵抗(回生抵抗)を挿入することを特長としている｡

13



390 日立評論 VO+.5了 No,5(1975-5)

図7は硯卓試験オンログラムの一一例であり,′ト答岩の州生

抵抗を挿入するだけで,高遠城から卜分大きな【Ⅰり生電流が得

られている｡

高遠城で回生抵抗を憎し､る方式は､チョッパ役び主電動機

の保i穫の点でも非′一1=ニイ沖Jとなる｡すなわち,高速担_Ⅰ生時に

ソナーチョッパが転流失敗した場†ト,直巻発電機として作用し

ている主電動機端子が知絡されることになり,過大な加給′窟

流が流れる｡従来,この電流を才叩制するために限†充リアクト

ルを挿入していたが,回生抵抗があると突入電流が抑制され

るので,l災流.リアクトルの彷略も叫能となる｡

3.2 界磁チョッパ

チョッパを棲巻電動機と組みナナわせてその他励界蔽制御に

梢いる方式で,電機一了一の直･並列一切扱えとチョッパによる界

磁制御を併用することによって,比較的小谷量のチョソパ装

置で広範囲の回生ブレーキ制御が可了指となる:⊃

界磁三千ョッパ方士〔は力行時に祇杭制御を上‾円いるので,宣俵

｢チョッパ方式に比べて椚背電力の一中二でやや劣るものの,装

道が小形輯‾呈で済むという人きな利点があり,特に経満作を

追求したものと言えよう｡

昭和44年以来､多数の納人芙濯iを有しているが図8に示す

1,500V

架線電圧(Es)

主フィルタコンデンサ f
畢生上土L___________+

電機子電圧(EA)

電機子電圧一回生ブレーキ抵抗

の電圧降下

(EA-2IA･BR)

回生電流(Is)

電横子電流(1回路分)

(IA)

界磁電流(1匡L路分)

11･580V
‾｢‾

1,400V

】一▲i_...一_

ト1s{

品絡冒覧舶
1,150V

550A
ト

+
_

′一､､一一一

365A

195A

_】⊥._(IF)

図7 回生ブレーキ オシログラム(高遠城) 回申に点線で示Lたも

のは,回生抵抗を挿入Lなかった場合の回生電)充,及び主電動機電ン充を示すも

ので,斜線部に相当する部分だけ【司生エネルギーが増大できることを示Lてい

る｡

t叩.更＼

儀

】
t
-
一
l
已
▼

幣㍗

(
頂
′

広志謡
漫′出

図8 車両用界石益チョッパ制御装置 自冷式で最大60Aの界磁電流制

御が可能であり,150kWクラスの主電動機8台が制御できる｡

14

ような装置を標準形式として完成させた｡本一装置は電車線ノ定

圧1,500V刷で,150kWクラスの主電動機8台を制御できる容

_主ょをもっている｡
3.3 抵抗チョッパ

上回路抵抗器と並列にチョッパを接続Lて,抵抗値の無段

制御を行なう抵抗チョッパは,特に粘着限界いっぱいの発電

ブレーキ制御が要求されるものに適した方式である｡

ニれまで上_一本国有鉄道山陽新幹線対象の951形試験電車及

び向仝田所幹線対象の961形試作電車用にこの抵抗チョッパ

制御装道を製作､納人してきた■4‥■｡二乾袖に製作Lた951形試版

屯中川装置は400Al,300Vの逆阻止サイリスタを用いた並列

消弧形チョソ′ヾであったので,ダイオードを含めて20偶の半

･i封本素イ▲を仕っていたが,961形試作電卓用装置では2,500V

400AのCFOlV形逆j与通形サイりスタの採用により素子数を

一一挙に6側に減少させ､しかも茶壷を2陪に増加できたので,

祇抗の制御段数を半減させることができ,また電最も大幅に

軽二蔓丘化されている｡

B
一般産業への応用

4.1定電圧･定周波電源装置

電イー計算こ機の一瞥故に伴い良質fの電i原か要求されるようにな

り,ここ数年来:右電上土･完三周f妓電i原装置(以下CVCFと略す)

の需要が急激に増大してきた｡三拝に銀行業ノ紡などのオンライ

ン化に伴いバソテリーを備えた並列冗良系の無瞬断電源シス

テムも多く用いられている｡

CVCFの川途は,竜一r･計算機電i傾に限らず表3に示すよう

な空粘管制機妄綜,放送通信機器,各椎プラントの計装電源シ

ステムなどにも多く用いられている｡

CVCFは従来クレーマ方式などによる凶転機形も多く用い

られてきたが,効率などの性能,運転操作,保亡手性,据置条

∩二などにおいて,サイリスタを用いたインバータによる静止

形CVCFか格段に憤れており,拉近ではほとんど静JL形CV

C Fとなっている｡

静止形CVCFの主体は他制自助J〔サイリスタ インバータで

あり,強音別転流を必要とするところから高速度サイリスタが

必要になる｡一般のCVCFの出力周i度数は上記の用途から適

用周波数であるが,用途によっては400Hz,1kHzあるいは

それ以_1二が要求され,インバータの同i度数が高いほどターン

オフ タイムの如いサイリスタが必要になる｡なお適用樹液数

であってもタMンオフ タイムのこわし､サイリ スタを使えば屯三流

1rりi格か′ト形化される｡

サイリスタ インバータの恵三流凶路方.式には種々の担川各があ

るが,図9にCVCFに採用される代表的｢リ1路方式を示す｡

1司図(a)のマクマレ十並列インバータは最も恭本的な回路で

あるが,う宣圧制御は人プJ直流電子原,又は‾交流出力側で行なう

必要があり,小谷去圭器で定電圧変圧器と組み合わせた方式が

用いられている｡

同岡(b)の旧マクマレ一方式は,交流出力波形の幅制御が可

能であり,電吐三制御が容易に行なえるが帰還効率が忠く,転

流才貞夫が大きい｡最近変流器(CT)帰還方式などの改良形が

採用されているが,比較的容量の大きい転流リアクトル,CT

を必要とすることには変わ-)はない｡

同図(c)の新マクマレ一方式は,転流回路からリアクトル,

変圧器類を取り除いて完全に電子化された方式であり,応答

度が速く拭尖も少ない｡この回路ではサイリスタの数は多く

なるが,転流リアクトルがないために逆導通形サイリスタを

使用することが可能になり,主回路素子数としては(b)の方式
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ら皇辿』

(a)マクマレー並列インバータ方式

L L

C
l l

lCl

+L

(c)新マクマレ一方式

図9 インバータの転流回路方式例

原‡聖を示すく〕

C

l

Li
L

C

l

(b)旧マクマレ一方式

LL

C
l

l

+L

(d)多数回転流方式

サイリスタ式各種インバータの

と川じになる｡

l【一小叫(d)の多数IL小伝流プTJ〔は,1サイクルの】即二何州も11転三流

を行なわせパルス帖変.澗を行なう‾方∫〔である｡転流止り数が多

いので,応答性能に憤れているが,う酎二転流才fりこが糾える｡

なお千手価周波数がi巧いグ〕でターンオフ タイムの如いサイリス

タが要求される｡

表3に日立静JL形無悼1正CVCF電糠袋道｢ハイバ【タ__】の標

準系列をホす｡.

l■'ノ＼イバータ+は､イン/ヾ-タ【!!川各としては糾マクマレ一方

上℃を採用しているため効率が良く,出力周池数精度±0.01%,

出力電圧整定精度±2%,出力1に圧過度愛三勒±10%,臼+役応

答時間3サイクル以内の性能も満旭することができる｡

図柑にr`‾ハイパータ+の外観例をホす(つ

4.2 可変電圧可変周波数インバータ1

電力掴､1そや休及び回路技術の発う圭により,従来の直流う電動

機に代わる‾交流′正動機即動川う宜i塘として吋変′左J｢口]一変同i妓数

インバ【タ(Adjustable Voltage Adjustable Frequency

Inverter:以‾卜,AVAFと略す)は枕に不吋火のものとなって

いる(つ 特に高相J空(±0.05%村度)の山力周i度数が谷′錫に得ら

れることから川期う電動機と組み†ナわせた場でナ,す【プン ルー

プ音別御により超枯津川-一転数制御を行なうことができ,起に多

数子i電動機の揃速制御については同期`完動機,誘=甘屯動機を

問わず他方式の追随をポニさない利子卸′性をもつ｡

また,交流.電上靴機の周波数音別御により適度制御は悔めて谷

′妨で,ブラシレスの利ノブよを生かして本官印勺に指力化･満辿化

の要求ノ女びi;〃渦,防髄など特殊環境で使糊される1盲動機の‾叶

変速手段としての要求に十分にJ芯じ得るものである｡

こうしたことから,AVAFは交流電動機の肘動青原として各

種工作機械,紡糸機,巻取機,化学工業の撤梓機,製鉄=業の

ロ【ラーテー･一ブル コンベヤなどに単独,又はプラントの-･部

注:C■■ニコンテンサ

L=リアクトル

として川いられている.｡Jl立製作所のAVAFは次の5椎の形

∫(のもグ)があり,多数の1真純と思古な使什‖刈により､その作

能が虫付け⊥'〕れているrJ

(1)SFC-T形インバ】一夕(トランジスタノ()

トランジスタは,サイリスタに比べ満周波におけるスイ､ソ

ナング才貞夫が少ないため,砧周波インバ叩タに過する｡0.5～

7.5kVA,50～3,000Hzのものがある｡

(2)SFC-M形インバーータ(サイリスタ式)

向流`正圧の可安子f立としてチョッパを用いたもので,比較

的高岡fノ立,什つ大事昌∃ニク)用途に過する｡10～100kVA, 50～

550Hzのものがある｡

(3)SFC-S形インバータ(サイリスタ式)

抑転流方Jじをj‾采川Lた†代コストのインバータであり､1.3～

図】0｢ハイパータ+3300シリ丁ズ 空港管制機器∴放送通信機器,各

種プラント計装システム用安定化電源とLて使用されるサイリスタ式定電圧定

周波電)原装置を示す亡,

15
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表3 標準｢ハイパータ+の種類 日立定電圧定周波電源装置の標準仕様と主な用途を示す｡安定化い二

信頼性の嘉し､電気の供給が必要な各種用途に使用される一｡

種斐頁 ｢ハイパータ+ ｢ハイパータ+ l rハイパータ+ ｢ハイパータ_+ ｢ハイパータ+

仕 様 3300シリーズ 1000シリーズ L lOOOFシリーズ 4000シリーズ 1000M

主

な

イ士

様

特 長 大 形

l

中･小容量

l

中･小容量

(浮動充電方式)
400Hz 電子計算機端末機用

5,iO

定格出力

(kVA)

75,】00,ほ0.ZOO

250.300,400,500
･0,･5･20･30,50

2｡二55と買竺孟警悪法)
了5

定格出力電圧 200,210 200,210又は l

208 100(∨) 208,220,230 105.…
2DO

定格出力周;度数

(Hz)
50又は60

l

50又は60!50又は60l

400 50又は60

出 力 相 数
三相3線式

l(三相4線可能)

三相3綬式

(三相4線可能)

又は単相2線式

(単相3綬可能)

l

l三相3線式

又は単相2線式
三相3線式 単相2線式

交)未 入 力

200V三相3綬式

(400V,3kV,6kV可能)

50Hz又は60Hz

200V三相3練武

(400V可能)

50Hz又は60Hz

l200V三相3線式

50Hz又は60Hz

200V三相3線式

50Hz又は60Hz

100V単相2繰式

50Hz又は60Hz

直ン売人力

(∨)

蓄電池直列数

250

(230～290)

銘136セル

焼結アルカリ230セル

I10(90～130)

又は

220(柑0～260)

l10

(90～130)
IOO

釜台 53/106セル

アルカリ90/180セル

鉛53セル

アルカリ9(】セル
倉旨 50セル

主

な

用

途

電子計算機

関 係

HITAC8000シリーズ

lBM-360.3了0シリーズ

FACOM-230,270

NEAC-Z200,3200

TOSBAC-5100,5600

UNlVAC-490,418-IlI

BURROUGHS-L4000

MEJCOM-80,了000他

HID】C150,350

HIDIC500,700

電子計算使用電源は!器二器㌔■シ1ミス｢ハイパータ+1000FNEAC-3000シリーズ

シリーズを使用弓TOSBAC-7000シリーズ

1MELCOM-350シリーズ
l

他

lBM-37ロー168 電子計算機端末機

通信･計装･

空港管制機器

放送通信機器

名･種フウラント

計装電源システム

水処ま里(上･下水道)

石油.化学プラント

発変電所

トンネル内照明

放送通信機器

｢ハイパータ+lDOOF

シリーズは主とLて上

記電子計算機用電)原と

Lて開発されたもので

ある=

通信機器 各種プラント

照 明 関係 各種プラント

計装電;原システム

航空機地上整備機器 計装電…原システム

20kVA,10～120Hzのものがある｡

以上はいずれも電圧形インバータであり,主として急加i成

速制御を必要としない用途に適する｡急加減速を要する場合

には,これに完電流加速装置や発電制動回路,又は電源への

電力上司生回路が付加される｡

(4)SE-C形インバータ(サイリスタ式)

本質的に急加減速制御を必要とする用途に適する｡電流形

インバータであり加速時,定適時,減速時のいずれの運転モ

ードにおいても共通の変換回路によr)電動機の適度制御を行

なうことができる｡最大容量150kVAで5～120Hzのものがあ

る｡

(5)CIF-200形及び同400形インバータ(サイリスタ式)SE-

C形と同様,急加減速制御の用途に適する｡50～1,000kVA,

5～120Hzのものがある｡

B 結 言

以上,最近の大容量･高速度サイリスタとその応用例とし

て逆導通形サイリスタと電気串チョッパ制御,交流安定化電

源としてのCVCF装置,交i充電動機駆動用電源としてのAV

AFインバータ技術について述べた｡今後ともパワーエレクト
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ロニクスの進展に伴いサイリスタ応用機器は多山女にわたり,

サイリスタに求められる性能特性もますます多様なものとな

ろう｡半導体素了一製造技術においても,インプロセス計測技

術や不純物分析技術の進歩,新製造プロセスの開発などに支

えられた一段の技術革新が進み,応用機器側との協調のとれ

た新機能素√･の開発による新しいパワ【エレクトロニクス時

代の到来が待たれる｡
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